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科目名：医学英語Ⅰ A　（医学科第１学年通年／必修）

履修者数：111　配付数：111　回収数：111　回収率：100.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.0 4.2 4.0 3.0 3.8 3.8 3.6 3.9

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 医学英語Ⅰ A　担当教員

　学生は授業の演習に熱心に取り組んでいました。語学という性質上、授業外の取り組みが個人のレベルアップに重

要になってきます。演習で取り上げたテーマに関連するものをこちらからもう少し提示しても良かったと思っています。こ

の点に関しては教員と学生との両方の課題であると評価の結果から感じています。来年度以降も読解力を中心とした英

語力を高めることを期待しています。

科目名：医学英語Ⅰ B　（医学科第１学年通年／必修）

履修者数：112　配付数：98　回収数：97　回収率：99.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 4.2 4.2 3.4 3.9 4.0 4.0 4.2

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 医学英語Ⅰ B　担当教員

　The first year medical students this year impressed me with their enthusiasm for English.  As 
future doctors they will need a command of English in order to work in an increasingly global 
society.  Doctors need not only the fundamentals of English grammar, but a mindset that has them 
looking outward.  The first year medical students appeared eager to communicate in English and 
a desire to learn more.  I hope their enthusiasm will continue and, as they get closer to becoming 
doctors, they will continue to study and learn English.
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科目名：基礎化学　（医学科第１学年通年／必修）

履修者数：123　配付数：104　回収数：87　回収率：83.7％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.5 4.4 3.7 2.9 3.4 3.0 3.1 3.3

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 基礎化学　担当教員

　これを読む新入生の皆さんには是非化学のことを誤解しないで頂きたいと願っています。私たちは毎年そう願い、講義でも

説明しているのですが、残念ながら理解できないまま、単位取得に至らない学生が出ています。ですから、真摯に受け止め

て頂きたいと思います。「基礎化学」では医学に必要のないことは一つも教えていません。「基礎化学」を理解できないと、２

学年以降の基礎医学の履修が困難になるだけでなく、その後の臨床科目の理解にも影響します。そのことに疑問を感じる学

生は是非化学の教員に質問して下さい。丁寧に説明します。また、医学部の一般教育は化学に限らず、少ない履修時間での

目標への到達を迫られています。臨床関連科目の増加の反動で、以前は１年半から２年で学習していた内容を１年足らずで習

得しなければならなくなりました。同じことが２年生の基礎医学系科目にも起きています。そのような状況の中で、「基礎化学」

では２年生以降の科目で必要とされる項目を選んで、かつスムーズに接続できる程度まで教えています。ですから、内容が多

いと感じるのも、難しいと感じるのも当然のことなのです。新入生の皆さんは是非この現実を理解して下さい。また、「基礎化学」

の内容は、一見すると高校の化学とよく似ていますので、勉強も高校の延長でよいのではないかと考える人がいるかもしれま

せん。しかし、大学での化学は、その内容が高校とはけた違いに深く、高校では学習していなかった基本原理をしっかり学

びます。その事実も是非認識して講義に取り組んで下さい。まとめると、速くて内容が多いだけでなく、高校とは根本的に違

うほど深いレベルのことを学習するのです。これらの実情は、私たちも普段から説明しているのですが、残念ながらなかなか

理解できない人達が、単位を取得できないということになっています。これは、逆に正しく自覚さえしていれば、そのようなこ

とは避けられるということを意味します。是非、皆さん医学部生が直面している現実を認識し、理解して下さい。そのためには、

余暇（部活動やアルバイトも含まれます）と勉強との時間管理にきちんとケジメをつける、つまり生活に”メリハリ”をつける

とことが肝要です。さらに、持ち時間が少ない分、教員を”利用”して下さい。ひとりで悩むことはとても意義深いことですが、

反面、割り切って質問しようとする’時間感覚’も重要です。「基礎化学」は自然科学の一部であり、自然科学は”対話”によっ

て理解することが大変有効であることが歴史的にも明らかです。大学生らしいセンスと現状認識をもって、目標に向かって着

実に歩き始めて下さい。努力は必ず報われます。

科目名：基礎生物学　（医学科第１学年通年／必修）

履修者数：117  配付数：117　回収数：114　回収率：97.4％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 4.3 3.9 3.2 3.9 3.7 4.0 4.1

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 基礎生物学　担当教員

　総合評価は 4.1でした。昨年度（3.9）の結果を踏まえて各教員が改善に取り組んだことが評価されたのではないか

と肯定的に受け取っています。本科目では、医学の基礎として、ヒトの生物学を学習主題にしており、扱う内容も多く

て複雑です。そのため、学生たちには、個々の知識をただ覚えるだけでなく、それらを整理し、関連づけて理解するこ

とが求められます。ところが、試験では、知識の関連付けが不十分な答が返ってくることも少なくありません。教育効

果を上げるためには、教員の指導力アップはもちろんですが、学生の事前学習と復習も欠かせません。残念ながら、そ

れらの項目の評価ポイントは低くなっています。自由記載の中に、前半の勉強を怠るとそれ以降の内容が分からなくなる、

という感想がありました。来年度はそう感じる学生が一人でも少なくなればと願っています。
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科目名：医用物理学　（医学科第１学年通年／必修）

履修者数：117  配付数：117　回収数：112　回収率：95.7％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.8 4.2 3.6 3.0 3.7 3.6 3.5 3.7

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 医用物理学　担当教員

　総合評価（問 8）は 3.7 であった。高校時代の物理の未履修状況を考慮すると、概ね良好と判断できるであろう。

近年低下傾向にあった予習（問 1）や復習に関する評価（問４）が、昨年度より 0.2 上昇した。また、難易度の適正さ（問

６）は 0.2、学習意欲（問 7）も 0.3 とそれぞれ上昇した。これらの相乗効果が総合評価につながっていると思われる。

担当して頂いた先生には、この場をお借りしてお礼申し上げます。

科目名：分子生物学　（医学科第１学年後期／必修）

履修者数：117  配付数：117　回収数：112　回収率：95.7％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 4.3 3.8 3.2 3.6 3.3 3.7 3.8

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 分子生物学　担当教員

　問 4- 問 8 の全てについて昨年を 0.2-0.5 上回った。昨年指摘されていた難易度（問 6）や学習意欲（問 7）に対

する改善が評価されたもの（それぞれ 0.3 および 0.4 上昇）と考えられる。「再試をしてほしい」というコメントが多かっ

た。これについては「年度末の科目であるため短期間での再試では十分な学習時間の確保が難しい」と考え、実施し

なかったものである。検討課題と捉えているが、皆さんには、ｍａｎａｂａ等の活用で予習、講義、復習のリズムをしっ

かり身につけた学生生活を心がけてほしい。また、前期開講の医学チュートリアルⅠや基礎生物学実験での既習事項と

の関連を強く意識するよう期待する。

科目名：発生遺伝学　（医学科第１学年後期／必修）

履修者数：120　　　配付数：114　　　回収数：88　　　回収率：77.2％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.2 4.5 3.8 2.5 3.3 3.2 3.9 3.8

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 発生遺伝学　担当教員

　総合ポイントは 3.8 で、昨年度（4.0）より幾分低い評価でした。本科目は 15 コマの小規模な講義科目であり、前

半 7 コマがヒトの受精や初期発生の過程および先天異常の成因を中心とした発生学、後半 8 コマがヒトの遺伝形式、

染色体異常症、遺伝性疾患に関する遺伝医学から構成されています。医学的な知識を学ぶだけでなく、生命と健康に

ついて考える機会にもなっており、学生の評価は概ね良好といえます。講義では最近の知見に関しても触れますが、そ

れについては耳新しい用語が出てきて少し混乱したというコメントが寄せられました。新しい用語の登場は学問が進展

している証です。用語を正しく覚えてその意味を理解することは、本科目が掲げる到達目標への第一歩です。
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科目名：医学英語Ⅱ A　（医学科第２学年通年／必修）

履修者数：118 配付数：117　回収数：96　回収率：82.1％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.3 4.1 3.1 3.9 4.0 3.9 4.2

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 医学英語Ⅱ A　担当教員

　医学英語の読解力を培うとともに、医学英語論文の構成に基づく読解ができるようになることを意図していました。

毎回の授業課題にしっかり取り組んでくれたという印象を持っています。入試経路の多様化を考慮し、課題の量を調整

したため、少し物足りないといった印象を持った学生さんもいたようです、今後対応を考えていきます。

科目名：医学英語Ⅱ B　（医学科第２学年通年／必修）

履修者数：119　配付数：119　回収数：108　回収率：90.8％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.8 4.3 4.1 3.1 3.8 3.9 3.8 4.2

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 医学英語Ⅱ B　担当教員

　I would like to thank the second year medical students for their encouraging comments. Students showed a 
high command of English in their ability to communicate with me and with each other.? As future doctors they 
will need this ability in international conferences and when speaking to non-Japanese doctors here in Japan.? 
They will also need English to analyze research written in English.? The second year students already have a 
good command of English, but I hope they will continue to improve their English abilities.? From what I have 
seen of the second year students, I am confident they will become doctors with high levels of English proficiency.

科目名：基礎医学特論　（医学科第２学年後期／必修）

履修者数：118　配付数：100　回収数：54　回収率：54.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.3 4.5 3.4 2.5 3.5 3.5 3.5 3.9

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 基礎医学特論　担当教員

　基礎医学特論は、基礎医学講座の各講座の研究内容についてそれぞれの講師に紹介していただくオムニバス形式の

講義として実施しました。講義内容が多岐にわたり、また、最新の研究内容の紹介で有ったため、理解が難しいので

はないかと心配しましたが、科目全体にたいする満足度は 3.9 で、良好な評価を頂きました。研究内容を十分に理解

することは困難だと思われますが、いろんな分野の講義を聴くことで今後の学習への刺激になれば、と思います。

科目名：寄生虫学　（医学科第２学年後期／必修）

履修者数：118  配付数：118　回収数：109　回収率：92.4％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.2 3.7 3.0 3.5 3.6 3.6 3.8

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 寄生虫学　担当教員

　寄生虫学は中間宿主、終宿主、媒介生物など多種にわたる生物の複雑な相互関係を学ばなければなりません。その

ため、文章のみでは説明しづらい箇所は、図などを多用し講義を行っています。また、動画も多用し、より深く理解し

てもらうように務めています。「この科目は全体として満足できるものでしたか」の項目が 3.8 であり、前年度とくらべ上

昇いたしました。今後も、学生の知識欲を高めるような講義にしたいと考えています。
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科目名：微生物学　（医学科第２学年後期／必修）

履修者数：123　 配付数：123　回収数：88　回収率：71.5％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.7 4.1 3.5 2.9 3.3 3.1 3.4 3.6

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 微生物学　担当教員

　微生物学では、昨年度から、半分以上の出席を義務項目としました。その点で出席率は改善しましたが、全く講義

を聞いていない学生や授業中に遊ぶ学生がさらに多くなり、講義の邪魔となり何度か注意をしました。また、昨年度から、

講義の重要復習ポイントを半分の領域で作成し配布しました。学生には講義資料として好評のようですが、逆に試験

直前にその答えしか覚えないという人も多くみられ、学生諸君の自立学習の改善を期待します。

科目名：病理学　（医学科第２学年後期／必修）

履修者数：119　 配付数：119　回収数：107　回収率：89.9％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.0 4.1 3.7 3.2 3.3 3.3 3.8 3.8

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 病理学　担当教員

　11 月から 2 月にかけて講義を行ったが、機能形態基礎医学と試験が別になったとはいえ、多くの学生にとり十分な

学習時間をとることが難しい過密なカリキュラムかも知れない。本試験から再試験までの期間がきわめて短い点は成績

を評価する上で問題であり、現在、改善策を考えている。今回初めて、manaba を利用し、学生からの質問に回答す

る試みを行ったが（腫瘍病理）、学生の能動学習を促進するだけでなく、講義内容を補足する上でも有効であると思わ

れる。

科目名：薬理学　（医学科第２学年後期／必修）

履修者数：118  配付数：92　回収数：48　回収率：52.2％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.3 4.2 3.6 2.6 3.2 3.5 3.6 3.9

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 薬理学　担当教員

　薬理学の講義は、薬物の生体での薬理作用を理解し、これを説明できるようになることを目的としています。少ない

コマ数で、様々な疾患に使用される薬物の薬理作用を講義しているため、細かい説明が不足し、理解しにくいこともあっ

たかもしれません。しかし、どの診療科でも薬物は使われますので、日頃から薬物がどのようにして効いているのか考

える習慣をつけて下さい。きっと役に立つと思います。また、これから薬理学を履修する学生は、学修効率を上げるため、

講義前に参考書等で講義主題について予習してから講義に臨んで下さい。

科目名：医療概論Ⅱ　（医学科第２学年後期／必修）

履修者数：118  配付数：118　回収数：87　回収率：73.7％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.7 4.1 3.7 2.8 3.6 3.7 3.7 3.7

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 医療概論Ⅱ　担当教員

　予習・復習が少ない状況ですが、指定教科書もあるのでしっかり関連する領域を勉強して下さい。尚、試験を行うこ

とに対する否定的な意見がありましたが、医師国家試験では倫理そのものについての問題があり、臨床問題でも倫理

的考慮が必要なものが多く出題されています。
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科目名：機能形態基礎医学Ⅱ　（医学科第２学年通年／必修）

履修者数：128  配付数：124　回収数：113　回収率：91.1％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.2 4.2 3.9 3.2 3.4 3.1 3.8 3.7

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 機能形態基礎医学Ⅱ　担当教員

　講義に対する評価 8 項目の平均ポイントがすべて向上している。全体でも 3.6 と前年度の 3.1 から 0.5 ポイント向

上した。その要因としては、出席率が 42% と極端に低かった昨年度の反省に立って、今年度は講義への出席をことあ

るごとに督励した結果、83% へとほぼ倍増したことが最も大きいと考えている。問 2「授業に毎回出席したか」の平均は、

昨年の 3.2 から 4.2 へと一挙に 1ポイント上昇している。「問 6、難易度が適切だったか」に対し 2 または 1の回答が、

昨年 48% にのぼったのが、今年度は 22% と大幅に減少した。自由記載欄には、( 特に中枢神経解剖・生理の ) 分量

が多い、試験が難しいという例年同様の感想が目立った。2018 年度においては、講義出席の督励を継続するとともに、

講義項目の順序などを工夫してより学習しやすくなるよう努める。

科目名：医療概論Ⅲ　（医学科第３学年通年／必修）

履修者数：109　配付数：109　回収数：81　回収率：74.3％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.5 4.8 4.1 3.0 3.8 4.0 4.2 4.2

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 医療概論Ⅲ 担当教員

　2015 カリキュラムとなり、医療概論Ⅲは、医事法制・漢方医学・医師のワークライフバランスという医師のプロフェッショ

ナリズムに関与する科目に変化しました。大きな変化は、選択・必修であった漢方の必修化にあると思います。実習時

間もとり、腹診、舌診、シュミレーター、試飲、生薬見本観察などの内容も入れ、東洋医学の一部を参加された学生

さんは垣間見れたものと推察しています。また必修化に伴う問題として参加人数にあった講義室の確保の問題など指摘

をいただきました。コーディネーターとして次年度同じことを繰り返さないように準備をしていきたいと思います。

科目名：生体防御医学　（医学科第３学年後期／必修）

履修者数：109　配付数：109　回収数：63　回収率：57.8％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.3 4.2 3.9 3.1 3.5 3.8 3.9 3.9

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 生体防御医学　担当教員

　血液疾患、感染症、自己免疫疾患を扱う本コースは、臨床医学でも重要な位置を占める。気になるのは、予習したか？

復習したか？の項目が昨年同様3.3, 3.1 (昨年3.3, 3.4)と本学年も低いことである。加えて授業に毎回出席したかは？

は回答39人中21人(54 %)のみが5の満足できるものであったが、なんと３以下と自己評価した学生が10名(26 %),2

以下も３名 (8 %) であり授業に臨む姿勢そのものに問題がある学生が少なくない。今後の学習意欲を増すか？ 3.9 に

比べると、能動的な学習が十分でないことを危惧する。
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科目名：感覚器病態医学　（医学科第３学年後期／必修）

履修者数：109　配付数：109　回収数：95　　回収率：87.2％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.2 3.9 3.7 3.3 3.1 3.0 3.3 3.3

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 感覚器病態医学　担当教員

　感覚器病態医学は、眼科、耳鼻咽喉科・頭頸部外科、皮膚科、歯科口腔外科に関する講義である。本年度は昨

年同様のスケジュールで講義を行ったが、昨年と比較して、問５、問６が低下しており難易度が高く、到達目的を達成

できなかったと感じる学生が増えており、自由記載欄には、試験の難易度が高いことへの苦情がみられた。来年度は、

学生に対して講義の理解を促す工夫が必要と考えられた。

科目名：腫瘍学１　（医学科第３学年後期／必修）

履修者数：109  配付数：109　回収数：105　回収率：96.3％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.2 4.3 3.9 3.2 3.6 3.7 3.8 3.8

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 腫瘍学１　担当教員

　何人かの講師の交代はあったが、昨年と同様のテーマで腫瘍学総論についての講義を行った。必修科目としての「腫

瘍学１」も学生の間に十分に定着したと思われる。進歩の著しい領域であるので、授業では基本的事項とともに最新

の情報を伝えるよう努力していきたい。

科目名：精神・神経病態医学　（医学科第３学年後期／必修）

履修者数：109　配付数：109　回収数：78　回収率：71.6％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.4 4.1 3.8 3.4 3.7 3.5 3.7 3.7

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 精神・神経病態医学 担当教員

　この講義には、精神医学のみならず、神経内科、脳神経外科、小児科、放射線医学が関連して展開されている。講

義評価は概ね高く、とくに実際の症例を提示した授業は高い評価を得ており、授業担当者は大いに導入すべき方法で

あろう。

科目名：生体調節医学　（医学科第３学年後期／必修）

履修者数：109　配付数：109　回収数：89　回収率：81.7％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.0 4.1 3.8 3.0 3.5 3.7 3.9 3.9

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 生体調節医学　担当教員

　生体調節医学は、糖尿病、内分泌、腎泌尿器疾患に関して、内科学講座循環・呼吸・神経病態内科学分野と病

態代謝内科学分野、泌尿器科、小児科、耳鼻咽喉科の各所属教員により開講されている。講義数 60 に比し、講義

主題疾患数が多いため、自学自習が必要とされるが、予習・復習・宿題に関する学生自己評価は 3 点に留まっている。

科目全体に対する満足度、内容については 3.9 点と、一定の評価が得られている。
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科目名：救急・プライマリーケアコース　（医科第３・４学年後期／選択必修）

履修者数：20  配付数：20　回収数：16　回収率：80.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.9 4.6 4.5 4.1 4.4 4.6 4.6

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 救急・プライマリーケアコース　担当教員

　本コースは，少人数で，できるだけプラクティカルな講義と，参加者自身が自分で考える機会を設けることを主旨とし

て行っております。例年希望者が多く20 名限定ということで設定し，今年度もプライマリーケアの基礎知識と実際を

学ぶことができたという，非常に高い評価を頂きました。今年度から，対象が 3 年生だけになりますので，より分かり

易いものにしていきたいと考えております。

科目名：臨床感染症学コース　（医科第３・４学年後期／選択必修）

履修者数：105 　 配付数：105　　回収数：86　回収率：81.9％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.2 4.2 3.9 3.3 3.8 4.0 4.0 4.1

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 臨床感染症学コース　担当教員

　本コースの平成２９度の受講学生は、第３学年５４、第４学年５１名、合計１０５名でした。今年度は、CBT 対策と

して、カリキュラムの順番を変更しました。また、一部外部講師の変更が直前であり、学生諸君にはご迷惑をかけました。

学習評価は、例年通りに、国試等の過去問題及び講義分担講師の新作問題による期末試験点数及び出席点数を併せ

た総合点で評価し、多くの受講学生が高成績を挙げました。授業評価は、全ての平均で 4.1と、学生諸君に好評価

を戴きました。

科目名：臨床遺伝学コース　（医学科第３・４学年後期／選択必修）

履修者数：9　 配付数：9　　回収数：9　　回収率：100.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.8 4.7 4.3 3.1 3.7 3.8 4.1 4.4

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 臨床遺伝学コース　担当教員

　今年度は、ロールプレイ課題として「マルファン症候群」「筋ジストロフィー」「染色体異常」「ハンチントン舞踏病」「家

族性乳がん卵巣がん」の５課題としてロールプレイセッションを行いました。プレナリーレクチャーのみで、講義はでき

るだけ少なくしており、情報の収集、伝達の方法について、患者さんの立場と医師の立場を経験できるよう構成されて

います。ロールプレイセッションでは、医療面接での Bad News の伝え方から始まり、患者さんのオートノミーに配慮

した医療面接のあり方を体験してもらっています。それ以外には、家系図の書き方や遺伝情報の調べ方などの演習を

組み合わせております。昨年度は履修者が少なく開講できませんでしたが今年度は 9 名の履修者がおり満足度として

4.4 点を頂くことが出来ました。
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科目名：生体構造機能蛋白・病態解析コース　（医学科第学３・４年後期／選択必修）

履修者数：103　  配付数：84　　回収数：41　　回収率：48.8％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.7 4.5 3.7 3.1 3.5 3.7 3.5 3.6

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 生体構造機能蛋白・病態解析コース　担当教員

　問８の全体として満足できるのかという項目が 3.6 と低い評価でした。蛋白という領域は幅広く、特に 4 年生は臨床

的な講義が続いているなかで、基礎的領域でやや難しい印象があったかもしれません。問１と問４の予習、復習とも 2.7

と 3.1と低い評価でした。基礎医学、臨床医学での蛋白に関わる魅力的話題を学生に伝えられるように心がけたいと

思います。

科目名：感覚器医学の最先端コース　（医科第３・４学年後期／選択必修）

履修者数：107  配付数：95　回収数：41　回収率：43.2％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 4.3 3.6 3.4 3.6 3.6 3.7 3.8

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 感覚器医学の最先端コース　担当教員

　感覚器医学の基礎・臨床そして最先端の全てを講義した。学生による評価では、最新の取り組みがわかって面白かっ

たというコメントがある一方、難易度に関する評価が過去最低で、まだ講義されていない内容で終始理解できない講義

があって残念だったとのコメントもあった。各担当講座の必修科目との重複を避けるよう配慮しつつも、基礎的な内容

をふまえて理解ができるような講義となるよう心掛けたい。

科目名：睡眠医学コース　（医科第３・４学年後期／選択必修）

履修者数：52 　 配付数：52　　回収数：52　　回収率：100.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.5 4.6 4.3 3.7 3.9 4.0 4.1 4.0

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 睡眠医学コース　担当教員

　現代社会では睡眠への関心がますます高まっているが、全国医学部において睡眠医学の系統だった教育はきわめて

少ない。本学の睡眠のエキスパートたちによる興味ある講義内容は、本コースを選択する学生の増加だけでなく、学生

の高い授業評価にもつながっているようである。
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科目名：EBM・CPC コース　（医科第３・４学年後期／選択必修）

履修者数：6　 配付数：5　回収数：4　回収率：80.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.8 5.0 4.8 4.0 4.8 4.8 4.8 5.0

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント EBM・CPC コース　担当教員

　開講し13 回目を迎えた。前半を EBM コース , 後半を CPC コースで構成し、即臨床実習 ･ 研修で役立つ生きた知

識 ･ 考え方を習得出来るよう心がけた。本年度の選択者は 6 名と少数であったが皆学習意欲が強く、個々の学生へ対

応を密に行うことが出来、各自が積極的に取り組み順調に進んだ印象である。総合評価は少人数のためもあるが例年

同様 5 点満点で満足できるものであり、来年以降も同様な構成でコースを進める。

科目名：ニューロサイエンスコース　（医学科第学３・４年後期／選択必修）

履修者数：62　  配付数：58　　回収数：32　　回収率：55.2％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.3 4.5 4.0 3.5 4.0 4.1 4.1 4.1

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント ニューロサイエンスコース　担当教員

　受講生は 62 名で評価は 32 名から頂いた．受講生は昨年の約 2 倍に増加したが，これはテストを廃止し，出席数

とレポート提出で成績判定することにしたためと思われる．しかし，出席日数が不足し単位を認定することが出来ない

学生も居た．今回は学内の若い先生方に大いに研究や夢について講義していただいた．その結果，若い先生方にレポー

トが集中したことは，受講生の興味は若い先生の話の中に多かったと予測される．

科目名：糖尿病・内分泌 Up-Date コース　（医学科第３・４年後期／選択必修）

履修者数：93  配付数：93　回収数：25　回収率：26.9％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.7 4.6 3.8 3.1 3.6 3.8 3.8 4.0

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 糖尿病・内分泌 Up-Date コース　担当教員

　「糖尿病・糖尿病・内分泌 Up-Date コース」は、糖尿病・内分泌疾患に関連した最新の医学知識を、基礎、臨床

医学講座により、多角的視点から提供している。出席率は良好であり、満足度は一定の評価を得ていることから、学

生の期待に沿う企画であると考えられる。本年度からは、レポート様式を変更し、学生に対し、改めて各分野の最新

医学の展開に対する考察と洞察力、記述力等を問い、受講後の学習の機会としている。

科目名：臨床薬理学コース　（医科第３・４学年後期／選択必修）

履修者数：22 　 配付数：22　　回収数：21　　回収率：95.5％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.5 4.3 3.2 4.0 4.0 4.2 4.3

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 臨床薬理学コース　担当教員

　臨床薬理学は、第２学年で学習した基礎薬理学の原理を、臨床に応用する際に必須となる分野である。本コースでは、

その理解のために、薬物の投与法から薬物療法の問題点に至るまで、臨床の各分野で御活躍の先生に、その専門分

野の講義を行って頂いた。今後も各科の先生に御協力頂き、さらに臨床薬理学の理解に寄与するコースにしていきたい

と考えている。
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科目名： 健康弱者のための医学　（医学科第４学年通年／必修）

履修者数：128　配付数：128　回収数：79　回収率：61.7％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.6 4.1 3.9 3.6 4.0 4.1 4.0 4.0

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 健康弱者のための医学　担当教員

　本科目は、日本の現代医学教育から脱落している心身機能低下がある方々の健康上の特徴と、それに対する医学

的な対応について纏めた科目として 2012 年から開始された。前半は主に健康弱者に対する総論と意識の持ち方、後

半は知識領域からなる。前者はペーパー試験による到達度評価が難しい面は否定できない。教科書が無い事から予習、

復習の評価点数が低いが総合評価 4.0 始め他の項目も 4 点を越えており科目の意義は理解されたと思う。

科目名： 症候別・課題別講義　（医学科第４学年通年／必修）

履修者数：128　　配付数：127　　回収数：111　　回収率：87.4％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.6 4.0 4.0 3.5 3.9 3.9 4.2 4.1

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 症候別・課題別講義　担当教員

　旭川医大の臨床教育は、知識の伝授としての系統講義、知識の整理のための症候別課題別講義、知識の応用のた

めのチュートリアルⅢ〜Ⅴと３層構造で行われています。満足度も 4.1と比較的高く安定した値になっています。項目の

統廃合をしながら本講義を継続していく予定です。

科目名： 臨床薬剤・薬理・治療学　（医学科第４学年通年／必修）

履修者数：128　配付数：128　回収数：80　回収率：62.5％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.5 4.1 3.8 3.6 3.7 3.7 3.8 3.8

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 臨床薬剤・薬理・治療学　担当教員

　学生評価の各アンケート結果は、概ね「３」を上回る評点を獲得していた。とりわけ、授業に対する学生の満足度（問

８）に関しては、例年平均を上回る結果であり、今後も引き続き、授業内容と授業方法の改善に取り組み、学生の学

習意欲向上に努めていきたいと考える。一方、「薬剤名、薬理作用について難しい」といった意見が見受けられたことから、

これらを体系的に理解ができる内容に見直し、改善して行きたいと考える。

科目名： 医療安全　（医学科第４学年後期／必修）

履修者数：128　配付数：128　回収数：36　回収率：28.1％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.8 4.4 3.9 3.1 4.1 4.3 3.9 4.1

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 医療安全　担当教員

　5 年目となった医療安全講義も毎年少しずつですが改善を加えてきたこともあり、学生の皆さんはよく学習していまし

た。企画に対する評価の中で、予習復習に関する質問項目で点数が低い理由の一つに、適切な教科書がないことがあ

ると思います。次年度以降は LMS を利用した予習・復習の環境整備を行っていこうと考えています。
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科目名：臨床疫学　（医学科第４学年後期／必修）

履修者数：128　配付数：128　回収数：37　回収率：28.9％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.5 4.5 4.1 3.8 3.9 3.7 3.7 3.9

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 臨床疫学　担当教員

　論文の批判的吟味である critical reading や、疫学解析演習も含めて総合的に臨床疫学を学ぶため、やや難易度

が高いと思われたかも知れません。しかしながら、しっかり勉強した人は臨床試験の結果等を適切に判断できる能力や、

自ら臨床研究を行う基礎ができたと思います。臨床医となる場合は本分野についてしっかり理解して卒業してください。

科目名： 臨床検査学　（医学科第４学年後期／必修）

履修者数：128　配付数：128　回収数：83　回収率：64.8％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.6 4.2 4.0 3.6 4.0 4.1 4.1 4.2

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 臨床検査学　担当教員

　問 8 の総合評価では今年は 4.2 でした。科目内容では問 6 で示した難易度、問７で示した学習意欲も 4.1と評価

をいただきました。引き続き意欲が高まるように配布資料の工夫、検査機器の写真や測定技術の紹介など授業内容の

充実、授業方法の改善に取り組みたいと思います。また検査値の読み方などを紹介して臨床実習や研修における学生

の実用的助力となるように努力します。

科目名：医療概論４　（医学科第４年後期／必修）

履修者数：128　配付数：128　回収数：86　回収率：67.2％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.6 4.1 3.9 3.6 3.9 4.1 4.1 4.1

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 医療概論４　担当教員

　医療概論 4 では系統別講義から漏れてしまう部分のカバーを目的とし，救急医療を社会的側面と臨床的側面から考

えることを目指して開講してきましたが、本年度をもちまして本科目は終了となります。授業内容、試験形式等いろいろ

指摘された点を見直し、救急医学だけでは学ぶことのできない救急医療の諸問題を考えるきっかけになっていただけた

のではないかと思っております。新年後からは救急医学という系統講義が独立して行われますので、今後はその枠でお

話ししていければと考えております。

科目名： 医療情報学　（医学科第４学年後期／必修）

履修者数：128　配付数：128　回収数：85　回収率：66.4％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.5 4.2 3.9 3.5 3.9 4.1 3.9 4.1

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 医療情報学　担当教員

　本講義は、１）医療情報に関する基礎理論、２）医療情報管理、３）医療経済、４）医療情報の社会医学への応用の４つのテー

マで構成されている。履修内容は医療分野での ICT、個人情報管理、病院経営、知的財産などについてであり、いずれも医療人と

して習得しておきたい領域である。本講義に対する学生評価は問５から８まで概ね３以上であり、テーマ、履修内容に関しては現状

のまま平成 30 年度以降も継続することとした。また、これまで開講時期について学生諸君から不満の声が聞かれたが、平成 30

年度は前期に開講されることになった。今後さらに学生諸君が理解しやすく、学習意欲を増すような講義内容にするよう検討したい。
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科目名：漢方医学コース　（医学科第４学年後期／選択必修）

履修者数：72　配付数：69　回収数：42　回収率：60.9％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.4 4.6 4.2 3.4 4.3 4.4 4.4 4.6

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 漢方医学コース　担当教員

　本年度から３年生には必修授業として8コマ開講し、昨年度選択授業で選択していない 4 年生72 名が受講（15コマ）

されました。アンケートから、実習講義は、「非常にためになった」「楽しかった」とのコメントを戴き実習講義の重要性

を再認識しております。臨床現場では、多くの場面で漢方薬を使用しています。授業で学んだことが、臨床現場で基礎

になるものと期待しております。今後、漢方薬の処方は益々増え、多くの場面で活躍していることからも授業数が増える

ことを願っております。

科目名：全人的医療・緩和ケアコース　（医学科第４学年後期／選択必修）

履修者数：7  配付数：7　回収数：7　回収率：100.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.5 4.3 4.7 3.8 4.5 4.3 4.7 4.8

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 全人的医療・緩和ケアコース　担当教員

　本コースは、緩和ケアをテーマとして、医師のプロフェッショナリズム・態度を学ぶものです。そのため知識の伝達を目的とせず、双

方向性のやりとりを重視し、学生自身に考えさせるように展開しています。例年以上によい評価を頂きました。全体の満足度は５点満

点でした。選択コースの時間で伝えられることは限られています。しかし、本コースをきっかけに、今後の学びが刺激されたのであれば、

果たした役割は小さくはないでしょう。医学部のどこかで、自分がどんな医師になるかを真剣に考える時間がないといけません。緩和

医療の必修化に伴い、本コースは今年度が最終年でしたが、本コースのエッセンスを医学部教育に生かしていきたいと思います。

科目名：加齢と適応の医学コース　（医学科第４学年後期／選択必修）

履修者数：53　 配付数：36　回収数：10　回収率：27.8％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.5 4.4 4.0 3.4 3.8 3.9 3.8 4.0

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 加齢と適応の医学コース　担当教員

　超高齢化社会を迎えた我が国のアンチエイジングを考える上で、不可欠とも言うべき加齢に伴う生体の適応と破綻

のメカニズムを理解するためのコースです。主旨を理解しご協力いただいている複数の担当科の先生方のご努力には敬

意を表します。また全項目に渡って安定した高評価を得たことは、コースとしての充実度を反映するものと嬉しく思いま

す。老化のキーワードが共通するため、重複が懸念される点は、新たなカリキュラム編成の中で再考すべきかと思います。

不老長寿は夢物語と言えない時代に、医学生とともに未来志向の講義が展開できればと願います。

科目名：英語Ⅰ A　（看護学科第１学年通年／必修）

履修者数：60　配付数：59　回収数：56　回収率：94.9％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.8 4.4 4.2 3.7 4.0 3.9 3.7 4.0

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 英語Ⅰ A　担当教員

　全体的に授業での演習に熱心に取り組んでいました。今年度は演習に使う英文の語数を増やしたこともあり、最初

は大変だったと思いますが、後半は読解のスピードも上がっていました。しかし、授業外で英語に触れる機会を増やせ

なかったことは教員の側からも改善すべき点であると考えています。来年度以降も英語力を高めることを期待しています。



− 44 −

科目名：英語Ⅰ B　（看護学科第１学年通年／必修）

履修者数：60　配付数：60　回収数：60　回収率：100.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.5 4.1 3.1 3.9 3.9 3.9 4.2

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 英語Ⅰ B　担当教員

　I appreciate the comments from the first year nursing students. This year̀ s class of nursing students impressed 

me with their hard work and enthusiasm.  Learning English requires students to be actively involved in class 

activities and everyone did their utmost when participating in pair work and group work activities. There are many 

opportunities in the field of health care which can only be realized by acquiring English proficiency. I hope the first 

year nursing students will continue to work hard and improve their English skills as they move towards graduation.

科目名：形態機能学　（看護学科第１学年通年／必修）

履修者数：63　配付数：62　回収数：62　回収率：100.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.2 3.7 3.3 3.5 3.5 3.9 3.9

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 形態機能学　担当教員

　平成 29 年度は授業の満足度が 3.9 ポイントと昨年度より 0.2 ポイント低下した。しかしながら、他の評価項目は

何も昨年度以上のポイントとなっており、全体的には改善していると考えられる。平成 30 年度においてはこれまでの

授業内容改善の努力を継続し、個別の評価項目のさらなる改善目指すことで全体の満足度のアップにつなげていきたい。

科目名：対人関係論　（看護学科第 1学年後期／必修）

履修者数：61　配付数：59　回収数：45　回収率：76.3％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.4 4.9 4.0 3.0 4.0 4.3 4.2 4.3

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 対人関係論　担当教員

　今年度は全体の満足度がもう少し上がることを目標に演習など改善をしたのですが、思ったほどの上昇は見られな

かったです。この授業は演習を非常に多く取り入れています。演習の体験通して、今後の対人関係に活用できることを

目指しているのですが、学生の積極性にやや格差があるようです。演習量を増やすのではなく、学生がしっかり意義をもっ

て参加できるための説明や授業の組み立てをさらに考えていきます。一方で、「実習前にこの授業を受けたかった」とい

う学生からの声も毎年聞きますので、より実践で活かしてもらえるような工夫をしていきます。

科目名： 地域看護学　（看護学科第１学年後期／必修）

履修者数：61　配付数：61　回収数：50　回収率：82.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.4 4.6 3.9 3.7 4.0 4.3 4.1 4.2

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 地域看護学　担当教員

　総合看護の理念の実践が地域看護であるとの気づきも見られました。「地域看護とは何か」を考え自主的に予習を行

うなど学習意欲の向上につながることを考えたいと思います。
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科目名：臨床心理学　（看護学科第１学年後期／必修）

履修者数：61  配付数：50　回収数：47　回収率：94.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.7 4.2 3.9 3.5 3.9 4 4.1 4.3

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 臨床心理学　担当教員

　問 7・8 は前年と同程度の評価を受けており、今後も学生にとって具体的で身近なものとして臨床心理学を学べるよ

う講義内容の工夫に心がけていきます。ただ、予習・復習に関わる問 1・4 は低い評価が出ている為、講義がその場

限りにならないよう継続的な学習を念頭に置いた進め方を考えていきたいと思います。

科目名：代謝栄養学　（看護学科第１学年後期／必修）

履修者数：61  配付数：60　回収数：60　回収率：100.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3 4.3 3.9 3.6 3.7 3.9 4.1 4.2

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 代謝栄養学　担当教員

　各問のスコアは昨年とほぼ同じで、難易度など含め適切な内容であったと思われます。次年度も本年度同様、わかり

やすい講義・構成を心掛けたいと思います。

科目名：感染免疫学　（看護学科第１学年後期／必修）

履修者数：61  配付数：60　回収数：60　回収率：100.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.2 4.3 3.9 3.5 3.7 3.6 3.9 4.1

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 感染免疫学　担当教員

　本年度は難易度に関するスコア・全体的な満足度について、昨年と同程度の評価でした。本年度の新しい試みとして、

免疫学の学習教材として、試験的に learning management system (manaba) を利用し、講義内容に沿ったドリ

ルを導入したところ、“良かった”“理解しやすかった”との声があり、今後も改善を加えてより良い教材として提供して

いこうと思っています。また次年度は内容の順番（現在、免疫学⇒微生物学の順）についても再考したいと思います。

科目名：健康教育論　（看護学科第１学年後期／必修）

履修者数：117　配付数：117　回収数：112　回収率：95.7％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.2 3.7 3.3 3.9 3.9 3.7 3.8

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 健康教育論　担当教員

　健康教育論は、就職してからの患者教育には必須の講義ですので、第１学年での講義は学生にとってしんどいかも

しれませんが、実際の様子をイメージしてもらえると理解が進むと思います。講義ではアクティブラーニングをイメージ

するように工夫をしましたが、反応が思わしくなかったので今後はさらに改善を試みたいと思います。
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科目名：英語Ⅱ A　（看護学科第２学年通年／必修）

履修者数：59　　配付数：59　　回収数：59　　回収率：100.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.7 4.6 4.2 3.4 3.9 3.5 3.4 3.8

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 英語Ⅱ A　担当教員

　昨年度から、学生が各自のペースで課題に取り組み確認テストを受験することにより学習到達度を確認する授業スタ

イルに変更しました。非常に熱心に課題に取り組み、計画的に学習していたと思います。来年度はより円滑に学習を進

めることができるよう、演習の流れで工夫できるところは工夫しようと計画中です。

科目名：英語Ⅱ B　（看護学科第２学年通年／必修）

履修者数：59　　配付数：59　　回収数：59　　回収率：100.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.3 4.4 3.8 3.4 3.9 4 3.8 4.2

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 英語Ⅱ B　担当教員

　I am glad that most nursing students seemed to enjoy English, and to find our class of value.  For nurses, English 
is not the most important subject, but English ability is certainly an asset for health care professionals.It is a 
privilege to teach future nurses. Nursing is an essential and noble profession, and nurses are very special people. 
I understand this well, because there are many nurses among my own family and friends. When people hear that 
you are a nurse, they know immediately that you are intelligent, hard-working, dedicated, kind, and trustworthy. I 
hope that each of our students will become the best nurse he or she can be, and be proud to wear the title “nurse”.

科目名：成人看護学Ⅰ　（看護学科第２学年通年／必修）

履修者数：59  配付数：58　回収数：49　回収率：84.5％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.3 4.6 4.2 3.9 3.9 3.8 4.3 4.3

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 成人看護学Ⅰ　担当教員

　今年度の成人看護学Ⅰでは、学生の評価点のうち事前学習が他の評価に比べて 3.3 と低い傾向にあります。どの科

目でもいえることですが、成人看護学の範囲は大変広く、講義だけではすべてを教えることはできません。そのため予

習と復習が欠かせない科目です。予習のため資料に教科書の講義範囲のページを載せていますが、活用している学生

は少ないようで残念です。

科目名：薬理学　（看護学科第２学年後期／必修）

履修者数：59　配付数：57　回収数：45　回収率：78.9％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.5 4.5 3.5 2.8 3.4 3.3 3.6 3.7

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 薬理学　担当教員

　薬理学の講義は、薬物の生体での薬理作用を理解し、これを説明できるようになることを目的としています。少ない

コマ数で、様々な疾患に使用される薬物の薬理作用を講義しているため、細かい説明が不足し、理解しにくいこともあっ

たかもしれません。しかし、どの診療科でも薬物は使われますので、日頃から薬物がどのようにして効いているのか考

える習慣をつけて下さい。きっと役に立つと思います。また、これから薬理学を履修する学生は、学修効率を上げるため、

講義前に必ず教科書を読んできて下さい。
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科目名：公衆衛生論　（看護学科第２学年後期／必修）

履修者数：59  配付数：59　回収数：58　回収率：98.3％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.7 4.4 3.7 3.1 3.8 3.9 3.8 3.8

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 公衆衛生論　担当教員

　公衆衛生論の講義は、疾病予防・健康増進など、一次予防の観点で物事を考える重要な講義です。多くの学生は

講義に集中していましたが、一部の学生は睡眠不足のようで講義に集中できていなかったのは残念でした。講義の準

備等で開始が遅れたことについては改善したいと思います。

科目名：母性看護学　（看護学科第２学年後期／必修）

履修者数：59  配付数：58　回収数：47　回収率：81.0％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.7 4.7 4.3 4 3.8 3.7 4.2 4.1

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 母性看護学　担当教員

　全体の平均点で 4.1 点、昨年と比較して、0.3 ポイント向上した。特に予習・復習のポイントが上昇していることから、

学生諸君の取り組み、授業資料の工夫によると考える。しかし、達成度と難易度は例年と変わっていない。この講義は、

翌年から始まる母性看護学実習の基礎となるものなので、臨床実習をイメージしやすいように工夫を検討する。

科目名：疾病論Ⅰ　（看護学科第２学年前期／必修）

履修者数：59　　配付数：59　　回収数：58　　　回収率：98.3％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.1 3.6 3 3.9 3.8 4.3 4.4

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 疾病論Ⅰ　担当教員

　本年度も昨年同様高い評価が得られたようです。次年度も本年度同様の充実した内容を企画したいと思います。

科目名：疾病論Ⅱ　（看護学科第２学年後期／必修）

履修者数：59　　配付数：59　　回収数：58　　　回収率：98.3％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.8 4.2 3.9 3.1 4.1 4.1 4.5 4.5

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 疾病論Ⅱ　担当教員

　本年度も昨年同様高い評価が得られたようです。次年度も本年度同様の充実した内容を企画したいと思います。
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科目名：看護理論　（看護学科第２学年後期／必修）

履修者数：59 配付数：57　回収数：50　回収率：87.7％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
4.7 4.8 4.4 4.3 4 4 4.1 4.3

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 看護理論　担当教員

　今年度も学生による看護理論のプレゼンテーションを行うピアレクチャーを行い、評価は満足度 4.3 と良好でした。

各自が理論の予習（問１4.7）をし、プレゼンを聞くため、理解もしやすかった ( 問 54.0) と考えています。図書館にあ

る文献の不足が指摘されていますので、改善を図りたいと思います。

科目名：看護論理　（看護学科第２学年後期／必修）

履修者数：59　配付数：59　回収数：44　回収率：74.6％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.8 4.8 4.4 4.2 4 4.1 4.3 4.4

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 看護論理　担当教員

　満足度は 4.4 と高評価でした。看護倫理の講義では倫理原則といった知識に加えて、看護場面における倫理的判断

について自分の意見を他者と検討することでさらに考えを深めて、これからの看護実践に反映させていくものです。学

習意欲に関する問 7 も 4.3 であり、今後の学習につながるものと考えています。

科目名：小児看護学　（看護学科第２学年後期／必修）

履修者数：59  配付数：59　回収数：57　回収率：96.6％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3 4.7 4.2 3.6 4.1 4.2 4.3 4.4

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 小児看護学　担当教員

　評価は概ね 4.0 台となり、学生にとって満足できる内容だったと考えます。その中で、問 1・４の予習・復習は極端

に低い結果となりました。しかし、問 5 の到達目的は達成したという評価であり、それは良かったと思います。自由記

載には、「後期試験の範囲が広すぎる」との意見もありましたが、復習する機会と捉え、今後もこの方向で授業を企画

したいと考えます。同時に、普段から予習・復習をして学びが深まるような授業の改善に取り組みます。

科目名：精神看護学Ⅱ　（看護学科第２学年後期／必修）

履修者数：59  配付数：59　回収数：41　回収率：69.5％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.8 4.5 4 3.1 3.8 3.9 4.2 4.3

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 精神看護学Ⅱ　担当教員

　精神看護学の難しさだけではなく、なかなかデータ化できない現象をおもしろく伝えられるように工夫しました。全

体で 4.3 という評価となり、精神看護に興味がもてたという感想も聞かれ、おおよそ授業目的は達成できたと振り返り

ます。一方で、３コマ続きの授業スケジュール、また私自身が実習を担当しながらの授業であり、身体のことを心配し

てくれた学生さんがいました。やはり学生さんに心配してもらう不安を与えたのは私自身の時間の管理不足ということで、

そこは来年度に向けての課題とします。
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科目名：高齢者看護学Ⅰ　（看護学科第２学年後期／必修）

履修者数：59  配付数：59　回収数：58　回収率：98.3％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3 4.6 4.1 3.8 4 4.1 4.1 4.3

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 高齢者看護学Ⅰ　担当教員

　予習・復習に関する項目以外は、4 点台であり、講義の目的は概ね達せられていると考える。学習意欲は高まったか

については 4.1 点であり、前年度よりも高いことは喜ばしいことであり、学習意欲が高まる工夫を継続したい。

科目名：看護研究Ⅰ・Ⅱ　（看護学科第３学年通年／必修）

履修者数：62　配付数：62 　回収数：42　回収率：67.7％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.3 4.5 4.3 3.9 3.5 3.3 3.5 3.5

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 看護研究Ⅰ・Ⅱ　担当教員

　始めに各自に研究テーマを出してもらい“看護研究になり得るテーマか”をグループワークしました。皆さん、実習経

験浅いときでしたが、よく考えていたと思います。“私の研究の問い”を磨き、何が目的か、どんな意義があるか、目的

に合った手法は何か、考え抜くことが大切です。解らないことは、指定テキストにあたる、教員に質問する、図書館で

調べるといいでしょう。本講は、そういった研究に必要な態度を学ぶ科目だったのです。

科目名：卒業研究　（看護学科第４学年通年／必修）

履修者数：54  配付数：54　回収数：24　回収率：44.4％

問１ 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.7 4.6 4.5 4.1 4.3 4 4.1 4.3

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 卒業研究　担当教員

　1 年を通してじっくりと向き合った看護研究は大変なエネルギーだったと思います。
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科目名：基礎化学実習　（医学科第１学年後期／必修）

履修者数：111  配付数：111　回収数：109　回収率：98.2％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 基礎化学実習　担当教員

　寄せられたコメント件数は例年より少なかったのですが、内容は例年と同じでした。繰り返しになりますが、コメント

に答えます。まず、実習に入る前の説明が長すぎるというコメントが寄せられました。基礎化学実習の内容の説明が他

の実習科目より長くなる理由は「安全教育」と「環境保全教育」を行うからです。危険性があり、また環境保全のため

に廃棄法が決められている化学物質、あるいは操作に危険を伴う器具の取り扱いについての学習・訓練は、基礎化学

実習以外の科目ではほとんど学ぶことがありません。そのため、十分に時間をかけて厳しく指導します。むしろ貴重な

機会としてとらえ、しっかり学習して下さい。また、薬品や器具の正しい取り扱い方を習得することは、皆さんが考えて

いるほど簡単なことではありません。次に、週２本のレポートは多すぎるというコメントも寄せられました。このような方

は現場の厳しさに耐えられるのでしょうか。最後に、実習内容の説明が長いことが、寝てしまったり、予習をしなくても

どうにかなるという誤解につながるのではないかとのコメントが寄せられました。実習の説明が長いことを寝てしまう言

い訳にしたり（寝てしまう人は特定の人でした）、予習をしなくても何とかなったと誤解している人は、今後取り返しのつ

かない問題を起こす可能性が非常に高いことを自覚してください。あなた方の実習での態度には、各自の人間性や倫理

観が大きく反映されます。医師に求められる高い倫理性を将来備えることができるかどうかに大きく影響することを自覚

して下さい。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
3.8 4.9 4.5 4.3 4.4 4.4 4.2 4.2 4.2 4.5 4.3 4.1 3.5 3.8 4.3 4.5 4.2 3.9
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科目名：統計学実習　（医学科第１学年後期／必修）

履修者数：111　 配付数：110　回収数：99　回収率：90.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 統計学実習　担当教員

　Since the satisfaction level for this lesson was 4.1 on average, it seems that the evaluation result 

is insufficient. We have received a number of opinions about the contents of the training that the 

explanation of the purpose, intention, and points of interest to be learned is not sufficient. There 

was also a request for concrete contents of analytical statistics that is required for higher grade 

students. Based on the above, we will make efforts to improve the training content. Although 

explanation on how to write a report is carried out every time, about one third of students do not 

improve theirs. We are considering improvement of explanation method.

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
2.7 4.7 4.3 4.1 4.4 4.1 4.1 3.7 4.2 4.2 3.8 3.9 4.1 3.9 4.2 4.4 4.4 4.1

科目名：心理・コミュニケーション実習　（医学科第１学年後期／必修）

履修者数：118  配付数：118　回収数：102　回収率：86.4％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 心理・コミュニケーション実習　担当教員

　本実習は，心理学実習，模擬患者実習，および，介護施設でのユマニチュード実習により構成されている。最終週

の報告会では，ユマニチュードの開発者であるジネスト先生に直接指導していただいた。本年度は，学生の満足度が 4.0，

実習全般の評価が 3.9-4.1，受講態度が 4.5 と全般的に高い値となった。一方，レポートの分量についての評価は 3.6

となり，前年度よりも低下した。これは，心理学実習において，「実習内容に関連する先行研究論文を読んでより深い

考察を行う」という要求を本年度より追加したためと思われる。次年度は，レポート課題の分量を見直す必要があるだ

ろう。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
3.5 4.7 4.5 4.1 4.4 4.1 4.2 4.1 4 4 3.9 3.9 3.6 3.9 4 4.1 4.1 4

科目名：医療社会学実習　（医学科第２学年通年／必修）

履修者数：119  配付数：112　回収数：85　回収率：75.9％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 医療社会学実習　担当教員

　医療社会学実習は、履修者がグループごとに調査を計画し実行し、成果を報告することに、主に課外で取り組む実

習です。他の授業や実習とくらべると、主体的かつ能動的な活動が求められます。医学科の２年生が課外で活動するこ

とには難しさがありますが、スケジュールの調整や作業の分担などを行うことで、ほとんどのグループが調査をうまく進

めていたと評価しています。ただ、自由記述の内容をみると、研究のデザインや研究方法について、もう少しサポートす

る必要があるとわかりました。来年度は、上記のような点にも注意し、より充実した実習にしたいと考えています。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
2.8 4.5 3.7 3.4 3.7 3.4 3.2 3.3 3.2 3.3 3.1 3.3 3.1 2.9 3.4 3.4 3.2 2.7
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科目名：形態学実習Ⅱ　（医学科第２学年後期／必修）

履修者数：121  配付数：121　回収数：110　回収率：90.9％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 形態学実習Ⅱ　担当教員

　全般的には例年通りの評価を得ていると考えている。教員の人数が少ないとの不満が多少目につく。学生の人数が

増えている中で、教員が限られているので、仕方ない面もある。実習内容の見直しも行い、AV 教材の充実も含めて効

果的な実習となるように努めていきたい。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
4.5 4.8 4.6 4.6 4.6 4 4.6 4.3 4.7 4.7 4.4 4.4 4.4 4.6 4.6 4.7 4.6 4.7

科目名：衛生・公衆衛生実習　（医学科第４学年後期／必修）

履修者数：128　 配付数：128　回収数：80　回収率：62.5％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 衛生・公衆衛生実習　担当教員

　本実習は、同名の授業科目と連動して実体験を通して理解を深めるためのものである。従来、グループ毎に研究テー

マに沿った実験、調査、実地訪問を行い成果をまとめて発表会を行う形式であった。本年は実施期間が短くなったため、

全体での環境測定や疲労調査の手法の体験と、現場での活動の紹介を行った。実体験的でなくなったが、現状の中

で今後、改善・充実を図りたい。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
3.6 4.4 4.1 4 4.2 4 4 4 4.1 4 3.9 3.9 3.8 3.9 3.9 4.2 4.1 4

科目名：法医学実習　（医学科第４学年後期／必修）

履修者数：128　 配付数：128　回収数：77　回収率：60.2％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 法医学実習　担当教員

　Ｈ２４年度のカリキュラム変更により法医学関連講義時間数が激減した為、実習は「演習を取り入れた講義」とせざ

るを得ないのが現状の中、骨実習、死亡診断書（死体検案書）の書き方を今年も例年通り行った。学生からのコメン

ト及び授業評価の評点より、今年も概ね好評であったと言えよう。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
3.5 4.4 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 3.9 4.1 4 4 4.2 4.1 4.2 4.2 4.2

科目名：基礎看護技術学Ⅱ　（看護学科第１学年後期／必修）

履修者数：63  配付数：63　回収数：51　回収率：81.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 基礎看護技術学Ⅱ　担当教員

　非常に高い評価でした。皆さんが真面目に学習に取り組んだことが、評価から伝わってきました。唯一、提出物の

量・内容が適切であったかが 3 点台でした。演習は事前学習の如何により学習目標の達成が大きく異なります。そのた

め事前学習は必須です。教員も提出物の量は多いと認識していますが、必要な学習です。より役に立つ学習資料にな

るように検討していきたいと思います。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
4.7 5 4.8 4.6 4.7 4.6 4.5 4.2 4.7 4.7 4.4 4.4 3.7 4.4 4.4 4.7 4.2 4.5
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科目名：自然科学実験　（看護学科第１学年後期／必修）

履修者数：60　 配付数：60　回収数：60　回収率：100.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 自然科学実験　担当教員

　総合評価（問 18）が 0.3 上昇しただけでなく、問 5- 問 17 の全てについて昨年を 0.1-0.7上回った。昨年指摘さ

れていた難易度（問 12）や課題量（問 13）に対する改善が評価されたもの（それぞれ 0.7上昇）と考えられる。具体

的コメントでは、昨年に引き続き「時間が長すぎる」というものが多かった。これは、実験テーマによっては安全性や

正確なデータを確保するための対応であると理解して頂きたい。今後は、MANABA 等の活用で実習内容を予習したり、

終了予定時間を確認したりして、各自が実習後のスケジュールにゆとりを持てるようにして頂きたい。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
3.9 4.8 4.5 4.2 3.9 4.1 4.1 4.1 4.2 4.2 3.9 3.7 3.4 3.4 4.1 4.3 3.8 3.7

科目名：生体観察実習　（看護学科第１学年後期／必修）

履修者数：61　配付数：60　回収数：60　回収率：100.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 生体観察実習　担当教員

　生体観察実習は満足度が 4.5 ポイントと比較的高得点を得る事ができ、コーディネーターとしては満足をしている。

個別評価項目についても１項目を除き４ポイント以上とで、昨年度 3.9 ポイントだった「技術の修得」と「難易度」も改

善された結果となった。平成 30 年度においてもより充実した実習を継続していきたい。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
3.9 4.7 4.6 4.4 4.5 4.4 4.5 4.3 4.4 4.5 4.1 4.1 4.1 4.2 4.4 4.5 4.5 4.5

科目名：実践看護技術学Ⅱ　（看護学科第３学年後期／必修）

履修者数：62  配付数：62　回収数：56　回収率：90.3％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 実践看護技術学Ⅱ　担当教員

　実践看護技術学Ⅱは臨床の場面に近い状況で看護援助ができるようになることを目指し、1事例の状況に応じた看護技術トレーニング行ってい

ます。デモンストレーションは学生が担当しており、単に技術を獲得することだけではなく、看護展開を考えていくことを重視しています。全体の満

足度4.5、さらに予習4.8と学生が積極的に参加していたことがうかがえます。一方で課題もあり、教員の指導やデモンストレーショングループによ

り方法が違うという意見が複数見られました。看護の方法は1つではないことを演習を通して感じて欲しかったのですが、その重要なことがうまく

伝わらなかったようで混乱につながったようです。次年度に向けガイダンスの在り方、評価視点の明確化など工夫していきたいと考えています。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
4.8 4.9 4.9 4.8 4.7 4.5 4.3 3.6 4.6 4.6 4.4 4.5 4.6 4.6 4.3 4.6 4.5 4.5
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科目名：基礎看護学実習Ⅱ　（看護学科第２学年後期／必修）

履修者数：59　配付数：58　回収数：49　回収率：84.5％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 基礎看護学実習Ⅱ　担当教員

　入院患者を受け持ち、患者の全体像を理解し、計画立案・実施・評価することは、看護実践そのものです。この実習は

初めての受け持ち患者への看護実践で戸惑いや不安があったと思いますが、皆さん真摯に患者に向き合っていました。実習

は実習中の努力に加えて、これまでの学習の積み重ねが大きく影響します。提出物に関してのフィードバックは、学生の学習

状況と患者の病状（回復や退院予定など）を加味して行っています。この点に関しては、学生の皆さんの要望に応えられて

いない場合があったようです。実習という特殊な学習環境のため、やむを得ない場合もありますが次年度に向けて検討します。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 問11 問12
4.4 4.1 4.3 3.6 4.4 4.4 4 4.3 4.3 4.4 4.5 4.6
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